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1．はじめに   

人同士のコミュニケーションを計算機が仲介・  

支援するための枠組みはCSCW（Computer  
Supported Cooperative Work）の分野で議論され  

研究が行われている．遠隔地間の人々のコミュニ  

ケーションをインターネットなどを経由して支援す  

るための技術やアプリケーションには，チャットや  

仮想世界（VirtualWorld）などがあるが，これらの  

ツールは，ネットワークにおける人との出会いやコ  

ミュニケーションを支援するものである．   

しかし，実世界における新たなグループのメン  

バとのコミュニケーションを計算機を用いて支援す  

るというアプローチは意外に少ない．たとえば同じ  

職場で仕事をする中で，ワークフローを考えるの  

はもちろん重要であるが，一緒に仕事をする人の  

考え方や価値観を理解しなければ，「なぜそのよ  

うな発言をするのか？」や「自分の意見が取り入  

れられないのはなぜか？」という様なことがわから  

ず，仕事に支障をきたすということは経験的によく  

あることである．   

これまで我々はEVIDII（An Environmentfor  
VisualizingIndividualDifftrencesinImpressions  

OfImages）システムを試作し，マルチメディア情報  

が包含する様々な意味をより正確に作業者間で  

共有するための協調作業支援環境として提案し  

てきた［1】【2］．EVIDIIシステムは個人が抱く印象  

の違いを可視化するインタフェースを提供する．  
作業者がお互いのイメージの「違い」を認識するこ  

とにより，デザイン活動における作業者間の意図  

や知識の理解を徐々に構築することを目指したシ  

ステムである．   

本稿ではデータの種類やデータ共有部分を改  

良しシステム拡張したEVIDII＋システムについて  

紹介する．   

2．EVIDII＋ システム   

EVIDII＋は，二つのデータセットと一つの人集  

合を関連付けその関連情報を可視化するというモ  

デルに基づく．今，  

データセットA＝〈αl，α2，・‥，α／〉  

データセットB＝（ゐl，∂2，…，∂椚）  

人集合P＝（pl，ク2，…，ク”）  
（J，椚，〃は任意の整数）  

という三つのデータセットがあると仮定する．シス  

テムの利用に際しては，データセットAとBはあら  

かじめシステムに用意しておき，ユーザβ〃がデー  

タセットAの要素αバこ対してふさわしいと思うもの  

をデータセットBの中からちを選択するという方法  

で関連付けが行われる．   

この操作はProlileBrowserによって行う（図1）．  

データセットA，Bとして画像データ，文字データ，  

サウンドデータが利用可能であり，さまざまな組み  

合わせで関連付けを行うことができる．人データ  

はアイコンを利用して識別することができる．  

図1ProfileBrowser   

関連付けを可視化した結果はMapViewerを使  

用して見ることができる（図2）．MapViewer上で  

は主に以下の操作が可能である．  

・Mapの作成  

・視点の切り替え  

・表示モードの切り替え  

MapはデータセットA，Bのうち一つを二次元空間  

上に固定し，ユーザが関連付けの可視化結果を  

見る際の土台を提供する．MapはMapViewer左  
下のウインドウから，使用するデータをdrag＆  

dropで二次元空間上に自由に配置することで作  

成することができる．Map Viewer右上のリストは  

残りのデータセットであり，右下は人集合のリスト  
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である．図2のように，右上のリストから何か一つ  

（α′とする）を選択すると，二次元空間上に固定さ  
れたデータの上に人のアイコンが重なる．これは  

「qに対して誰がどのような関連付けを行ったか」  

を意味している．左下のリストから人アイコン（ア伽  
とする）を選択すると，「Taroが行ったすべての関  

連付け」が表示されることになる．α′に着目する場  
合と賞加に着目する場合で，データセット間の関  
係を2通りの視点から見ることができる．また，各  
種アイコンの表示サイズや表示・非表示，表示モ  

ード（重ねて表示・タイル状に表示）選択等は，ユ  
ーザの見たいような見方で可視化結果を表示す  

るために用意されている．  

End Users Participantsof  
Surveys   

図3 EVIDlI＋の利用手順  

図4 自動作成された告知用WebPage   
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図2 MapViewer   

従来のEVIDIIシステムでは，システムの利用  

者が同一組織内ゐユーザであると想定していたた  

めに，異なる組織に属する人とのデータ共有が困  

難であった．EVDII＋システムではこの問題を解  

決するために，システムの利用にクライアント／サー  

バ型モデルを採用した（図3）．EVIDII＋はユー  

ザの役割にあったランタイムアプリケーションと，  

調査告知用のWebPageを自動作成する（図4）・  

・SuperManager…調査設定者および調査参   
加者から送られてくるデータをマージし，Web   

Pageの更新を行う．  

・Survey Managers・・・調査設定者．二つのデ   
ータセットとそれに基づくMapを設定する．   

Participants・‥調査参加者．設定された調査  

に回答する．  

・End Users・・・調査結果を閲覧する．データを  
追加・修正することはできない．  
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